
可
般
小
説
巻
廿
九

宅
へ

、
体
兵
衛
を
召
捕
候
旨
申
立
、
四
千
人
許
抑
寄
候
。
仰
兵
衛

は
折
節
本
多
中
日
叫
大
納
股
邸
陀
、
用
部
有
之
龍
越
候
に
付
不
特
揃

候
。
妻
子
は
裏
口
よ
り
逃
隠
候
。
初
て
家
屋
散
々
に
打
献
し
、
家
財

る
ベ
し
。
早

t
遮
ざ

t
べ
し
と
て
近
溢
の
流
水
陀
棄
て
た
り
。
後
に

間
四
阿
細
部
氏
問
ν
之
云
。
可
v

惜
是
石
蛇
也
非
E

税
額
ぷ
同
故
不
ν
供
=陰
乾

業
用
二
Z
.

て
江
戸
の
米
騒
動

江
戸
御
披
下
米
剛
山
俄
而
賞
、
小
川
の
頭
米
直
段
金
笠
岡
陀
付
三
斗
、

深
川
の
悪
品
小
説
一
昨
官
院
笠
岡
に
七
斗
許
商
賢
仕
候
。
町
中
及
困
窮
朝

夕
粥

E
m申
候
。
か
桜
花
有
之
候
は
、
商
問
屋
側
兵
衛
所
震
に
御
座

候
。
町
中
へ
右
体
兵
術
拝
領
仕
度
出
口
巾
立
、
正
月
二
十
日
頃
よ
り
毎

日
町
奉
行
所
へ
一
一
一
二
千
人
許
宛
相
結
願
候
。
如
何
可
被
仰
付
哉
の

皆
、
二
十
四
日
の
紙
荷
に
由
来
候
。
二
十
六
日
迄
何
の
依
も
無
之
候

路
、
二
十
六
日
右
の
者
共
陀
候
か
、
体
兵
衛
宅
伊
勢
T
K
有
之
候
共

城
下
津
川
英
が
居
宅
の
庭
、
踏
壇
の
石
毎
v
踏
陀
蜘
官
あ
り
。
主
人
常

回世
v
之
。
或
時
有
皿石
工
山
地
被
=
手
水
鉢
石
一
使
‘石
工
制
a
踏
盤
石
一
工

砕
v
之
来
し
て
防
穴
あ
っ
て
、
水
一
合
許
縄
出
づ
。
水
中
陀
二
寸
許
の

識
あ
り
。
形
如
a

駈
矧
↓
主
人
問
。
是
久
蛍
ι
石
中
一
必
や
慌
の
潜
る
な

右智
大指
岡lE山
越月候
前二 11~
4f 卜 。
殿
於日
御
帯
用

問

主 |警
と!被
~- ，仰

j度
候

分
被
下
位
候

て
山
肌
妄
無
之
、
相
互
に
名
主
北
ハ
申
合
、
飢
人
不
死
桜
に
可
仕
候
。

家
主
等
収
妄
の
俄
も
官官
之
候
は
w
h

逐
吟
味
可
申
山
候
。
此
出
闘
に
付
随

勝
監
殿
御
脊
合
有
之
、
御
家
殻
有
之
官
。
二
十
九
日
迄
は
此
通
陀
て

何
の
御
所
置
も
無
之
鉢
の
回
目
申
来
候
。
但
し
僻
兵
衛
俄
は
紛
被
仰
利

候
旨
也
。
体
兵
街
紛
被
仰
付
候
は
曲
師
設
に
て
、
元
来
下
線
の
者
に
付

在
所
へ
引
筋
候
。
町
人
共
御
吟
味
も
純
一
之
旨
、
迫
て
巾
首
相
候
。

て
江
戸
の
飢
民
救
悩

見
一
日
陀
一
入
試
合
充
。
女
一
人
民
一
日
受
合
充
。
畑
一
山
姉
崎
町
山
粁
句
手

右
制
を
以
て
訪
日
給
粂
飢
陀
及
候
者
、
致
吟
味
と
ら
せ
可
申
事
。

m
M
共
川
飢
人
無
之
候
は
ピ
、
次
の
川
飢
人
多
町
へ
は
支
配
迩
候
北
ハ

紡
入
也
候
御
救
米
時
臨
む
候
織
に
可
申
合
候
柑
情
。

て
飢
人
の
俄
無
油
断
取
計
可
中
部

打
破
り
般
而
り
類
引
破
り
川
桐
へ
投
入
申
候
。
常
時
間
H
也
候
米
姶
八

前
石
有
之
候
。
右
町
人
共
は
多
〈
椛
町
の
者
共
陀
候
ua。
町
奉
行
附

与
力
同
心
組
出
、
二
三
十
人
許
は
認
抑
候
。
御
老
中
は
経
一
+
左
近
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